
『
春
に
備
え
る
』 

冬
は
花
の
少
な
い
時
期
。
さ
び
れ
た
花
壇

が
目
立
ち
ま
す
。
冬
は
花
壇
の
土
を
作
る
と

き
で
す
。
土
を
粗
く
掘
り
起
こ
し
て
陽
光
・

雨
・
寒
気
に
さ
ら
す
の
は
有
害
な
虫
や
菌
を

駆
除
し
、
固
ま
っ
た
土
を
ほ
ぐ
す
効
果
も
あ

り
ま
す
。
夏
の
間
に
酸
性
に
傾
い
た
土
に
有

機
肥
料
や
石
灰
を
混
ぜ
て
弱
酸
性
に
戻
し

て
お
く
こ
と
も
元
気
な
土
を
作
る
の
に
有

効
で
す
。
一
方
で
、
秋
に
タ
ネ
を
播
き
、
ポ

ッ
ト
に
移
し
た
苗
も
成
長
し
て
い
ま
す
。
ポ

ッ
ト
の
土
は
栄
養
に
富
ん
だ
土
で
し
ょ
う

か
。
苗
づ
く
り
を
同
時
並
行
的
に
進
め
て
お

け
ば
、
春
に
な
っ
た
と
き
、
冬
の
間
に
作
っ

た
よ
い
土
に
苗
を
植
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
苗
づ
く
り
を
忘
れ
た
？ 

店
頭
に
出
た

苗
を
買
っ
て
植
え
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。
冬
の

間
も
管
理
を
お
忘
れ
な
く
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

十
二
月
の
公
園
整
備
は
十
一
日
（
日
）
で

す
。
落
ち
葉
の
収
集
や
愛
護
会
倉
庫
の

整
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

○ 

十
二
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
七
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
五
日
（
日
）
で
す
。 

町
内
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
二
十

二
名
の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
入

会
が
出
来
ま
す
の
で
楽
し
い
活
動
に
ぜ

ひ
ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

 
 

 

枝が垂れ下がったピラカンサス！ 

十
一
月
六
日
（
日
）
朝
か
ら
気
温
が
上
が

り
、
二
十
名
の
参
加
に
よ
り
整
備
を
行
い
ま

し
た
。
（
公
財
）
県
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク
の
補

助
金
事
業
の
一
環
と
し
て
、
瓢
箪
形
の
花
壇

及
び
新
花
壇
に
毎
年
黄
色
い
花
の
開
花
が

期
待
さ
れ
る
百
六
十
本
の
宿
根
ガ
ザ
ニ
ア

を
植
栽
し
ま
し
た
。
十
年
間
補
助
金
を
受
け

て
公
園
の
美
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
で
ひ
と
区
切
り
と
な
り
花
苗
の
手
当

て
が
困
難
と
な
り
ま
す
が
、
宿
根
草
を
中
心

に
種
か
ら
育
て
た
苗
な
ど
を
活
用
し
、
今
後

と
も
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
公
園
作
り

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援

の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

定
期
整
備
！ 
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タップリ水をあげてね！ 

豆
知
識
！ 

  

秋なのに汗をかきながらの作業！ 

来年の開花を期待して！ 

駿府城公園の晩秋！ 


